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Gunosy、メディア企業と業務の AI 化を共創する 
「Media AI Partnership」の提供を開始 

〜〜AI エージェントが記事編成から請求処理までの業務オペレーションを担い、 
解放された時間や創造性をコンテンツ価値の創出へ振り向けられるよう⽀援〜 

 

株式会社 Gunosy（本社：東京都港区、代表取締役社⻑：⻄尾 健太郎、以下 Gunosy）は、新聞社・放

送局をはじめとするメディア企業向けに、業務オペレーションを AI エージェントに置き換える取り組

みを計画フェーズから共創するサービス「Media AI Partnership（メディア AI パートナーシップ）」

の提供を開始したことをお知らせします。 

すでに複数のメディア企業と共同プロジェクトが始動しています。 

 

■提供開始の背景 
新聞発⾏部数の減少や広告市場の変化を受け、メディア企業にとってデジタル事業の強化は急務とな

っています。⼀⽅で、デジタルメディアの運営には記事の編成・⼊稿・配信、広告運⽤、データ分

析、請求処理など多くの⼈⼿を要し、既存の体制を維持しながらのデジタル領域への投資や、それに

伴う⼈件費・外部業務委託費といった業務コストの負担が⼤きな経営課題となっています。 

メディア企業において⽣成 AI の活⽤も進んでいますが、その多くは記事本⽂やタイトル案の作成とい

った「補助」にとどまり、業務オペレーションそのものは依然として⼈が担っているのが実情です。

こうした中、AI エージェントの実⽤化により、AI がメールやチャットなどのコミュニケーション、お

よび、業務システムや業務に関連するファイルを操作といった「業務プロセスそのもの」を⾃律的に

遂⾏することが可能になってきました。 

Gunosy は先⽇発表した「BtoB事業への本格参⼊※」における取り組みとして、⾃社メディアの運営

で培った AI エージェント活⽤の実践知をもとに、メディア企業の AI 化をともに進めるパートナーと



して本サービスの提供を開始します。現場で実際に機能する仕組みの提供を通じて、メディア運営の

最適化を⽀援してまいります。 

※参考：Gunosy、⾃社で⽣産性向上を実現した AI 活⽤の知⾒を基盤に BtoB事業へ本格参⼊（2026

年 8⽉ 27 ⽇発表） 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000127.000031854.html 

 

■「Media AI Partnership」とは 
Gunosy が⾃社メディアの運営で培ってきた知⾒を活かし、「どの業務を、どう AI に置き換えるか」

を⾒極める計画フェーズから、お客様と共創するサービスです。計画フェーズは共同プロジェクトと

して進⾏し、その結果に応じて AI エージェントの実装に進むかどうかを判断いただけます。 

 

実装する AI エージェントは、メディア運営に関わる幅広い業務オペレーションを、業務システムや業

務に関連するファイルの操作を含めて担います。 

 

例えば、AI が記事の編成案を提案し、担当者がチャットで確認・指⽰を⾏い、AI が⼊稿・公開までを

実⾏する。あるいは、業務数字の集計や請求データの作成を AI が⾏い、担当者は最終チェックに専念

するといった形で、⽇々の運営業務を AI と⼈の協働に置き換えていきます。公開・配信などの最終判

断は必ず⼈が⾏う設計とすることで、報道機関に求められる品質と編集責任を守ります。 

 

 
 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000127.000031854.html


■サービスの特⻑ 
1. 業務の置き換えだから、⼩さく始められる 
新しいシステムや SaaSの導⼊ではなく、⽇々の業務オペレーションの⼀部を AI エージェントに置き

換えることから始めます。現在の業務の進め⽅を⼤きく変えることなく、取り組みやすいところから

着⼿できます。 

2. ⾃社メディアで実践してきた知⾒ 
Gunosy は「グノシー」等の⾃社メディア運営における幅広い業務を実際に AI エージェントへ移管し

てきました。共創の⼟台となるのは、この⾃社実践で培った経験とノウハウです。 

3. 共創型だから、進め⽅も費⽤も柔軟に 
業務の内容や体制はメディアごとに異なります。本サービスは共創を前提としており、対象業務の選

定から進め⽅まで、お客様の状況に合わせて⼀緒に設計していきます。費⽤は、現在の業務コストと

のバランスを踏まえてご相談いただけます。 

 

■今後の⽅針 
Gunosy は本サービスを通じて、メディア企業が業務オペレーションから解放された時間や創造性を、

コンテンツづくりへ振り向けられるよう⽀援し、⽇本のメディア産業を業務の⾯から⽀えてまいりま

す。今後は新聞社・放送局にとどまらず、出版社・Webメディア等への展開も視野に⼊れています。 

 

■サービスに関するお問い合わせ 
株式会社 Gunosy Media AI Partnership 担当 E-MAIL：media@gunosy.com 

 
■Gunosy 会社概要 
Gunosy は「情報を世界中の⼈に最適に届ける」を企業理念に掲げ、情報キュレーションアプリ「グノ

シー」等のメディアの提供をしています。また、ニュース配信アプリ「ニュースライト」の運営や、

KDDI 株式会社とポータルアプリ「au サービス Today」の開発・運営を⾏っています。これらのメデ

ィアを通じたメディア事業のほか、「Gunosy Ads」等のアドテク事業も展開しています。さらに、開

⽰業務⽀援クラウドサービス「IR Hub」の提供をしています。 

 

会社名：株式会社 Gunosy 

本店所在地：東京都渋⾕区渋⾕ 2-24-12 

本社事務所：東京都港区⾚坂 2-4-6 ⾚坂グリーンクロス 6 階 



企業理念：「情報を世界中の⼈に最適に届ける」 

事業内容：情報キュレーションサービスその他メディア開発及び運営 

提供サービス：グノシー、ニュースライト、au サービス Today、IR Hub 

URL：https://gunosy.co.jp/ 

  

【本件に関するお問合せ先】 

株式会社 Gunosy 広報担当  E-MAIL：pr@gunosy.com 

https://gunosy.co.jp/
mailto:pr@gunosy.com

